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《できごと》 

 

 

 

 

 

 

6 月 18 日、ツィリル・コザチェフスキ駐日ポーランド

共和国大使が札幌で２つの講演を行いました。 

北海道大学スラブ・ユーラシア研究センターでは=

写真１=「ポーランドの地政学的重要性について」と題

して主に専門家を対象とした英語の講演、「グループ

りら」（細川真理子代表）では=写真２=ポーランドの政治、

経済、文化について一般市民向けのスライドを交え

たお話を行い、本会会員有志も聴講しました。 

日帰りで午後と夜に２回の講演というハー

ドスケジュールでしたが、大使はその成果に

大変ご満足の様子で、夜の講演の冒頭で

「就任以来あまりにも頻繁に札幌に来ている

ので、何回目か数えるのは、もうやめました」

と冗談交じりに語ったのが印象的でした。 

（佐光伸一、写真：尾形芳秀） 
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「北海道～パリ～そしてポーランド」 

2014 年 11 月 8 日（土） 
札幌コンサートホール Kitara 小ホール 

※ 詳しくは同封のフライヤーをご覧ください 

   

さっぽろオペラ祭2014 

北海道二期会創立 50 周年記念 

 

2014年10月12日～13日（日～月） 
札幌市教育文化会館小ホール 

写真 2 「グループりら」での講演には 

多数の市民が参加しました 




